
In April 2022, Osaka City University and Osaka Prefecture University marge to Osaka Metropolitan University 

Osaka Metropolitan University 
 

 

Title 墓制から見た弥生時代の近畿北部 
Author 肥後, 弘幸 
Citation 市大日本史. 12 巻, p.41-56. 

Issue Date 2009-05 
ISSN 1348-4508 
Type Departmental Bulletin Paper 

Textversion Publisher 
Publisher 大阪市立大学日本史学会 

Description  
 

Placed on: Osaka City University 



墓
制
か
ら
見
た
弥
生
時
代
の
近
畿
北
部

は
じ
め
に

私
は
、
昭
和
四
0
年
代
に
開
発
の
激
し
い
長
岡
京
跡
の
所
在
す
る
乙
訓
地
域
で

育
っ
た
た
め
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
に
か
け
て
、
根
っ
か
ら
の
考
古
学
少

年
と
し
て
過
ご
し
て
き
た
。
大
阪
市
立
大
学
法
学
部
に
進
学
し
た
も
の
の
考
古
学

研
究
会
で
学
び
、
卒
業
後
は
、
京
都
府
教
育
委
員
会
に
奉
職
し
、
文
化
財
保
護
に

携
わ
り
な
が
ら
今
日
を
迎
え
て
る
。
大
学
で
は
政
治
学
を
専
攻
し
、

「
政
治
と
は

権
力
に
よ
る
富
の
再
分
配
」
の
教
え
を
糧
に
、
学
生
時
代
以
来
、
近
畿
北
部
を
フ

ィ
l
ル
ド
に
、
弥
生
時
代
の
地
域
政
治
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
私
の
研
究
目
標
で

あ
る
。

本
稿
の
主
題
は
、

「
地
域
に
残
さ
れ
た
弥
生
墳
墓
、
古
墳

（
考
古
資
料
）
か
ら
地

域
の
歴
史
を
復
元
す
る
。
」
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
近
畿
北
部
の
弥
生
時
代

後
期
の
墓
制
の
復
元
を
通
じ
て
、

「
丹
後
を
中
心
と
し
た
近
畿
北
部
に
は
、
弥
生

時
代
に
独
特
の
墓
制
を
持
つ
豊
か
な
ク
ニ
が
あ
っ
た
。」

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
文
献
史
学
を
学
ば
れ
る
方
に
も
、
近
畿
北
部
の
弥
生
時
代

月巴

後

弘

の
社
会
状
況
が
、
墳
墓
の
発
掘
調
査
を
通
じ
て
少
し
ず
つ
わ
か
っ
て
き
て
い
る
の

だ
と
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
考
古
学
を
歴
史
学
の
材
料
と
す
る

者
と
し
て
は
、
光
栄
で
あ
る
。

左
は
「
中
国
の
歴
史
舎
に
残
る
弥
生
時
代
後
期
の
日
本
の
様
子
」
伝
え
る
文
献

史
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
が
示
す
こ
と
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
朝
鮮
半

島
の
向
こ
う
に
、
倭
人
の
国
が
あ
り
、
前
漢
時
代
に
は
百
余
り
の
小
さ
な
国
が
あ

り
朝
貢
に
来
た
。
後
漢
の
光
武
帝
の
時
に
は
、
印
綬
が
与
え
ら
れ
た
。
貌
に
は
、

業
浪
海
中
有
倭
人
。
今
為
百
総
図
。
以
歳
時
来
献
見
云
。
「
渓
客
」

倭
人
在
帯
方
東
南
太
海
え
中
、
依
山
鳥
am圏
芭
。
替
百
鈴
園
、
渓
時

有
朝
見
着
。
A
フ
佼
誇
所
通
三
十
周
。

「貌
客
』

悼
決
武
中
元
二
年
、
後
奴
図
奉
貢
朝
賀
、
役
人
白
紙
情
大
夫
、
後
図
え
極

甫
界
也
。
光
武
賜
以
印
綬
。
安
品
市
永
初
元
年
、
後
関
王
帥
升
等
献
生
ロ

百
六
十
人
、
願
詩
見
。

『

後

漢

客

』

祖
霊
問
、
倭
園
大
乱
、
史
相
攻
抗
、
歴
年
無
主
。

『

後

漢

ぎ

』

其
園
本
亦
以
男
子
am
王
。
住
七
八
十
年
、
後
図
乱
、
相
次
状
歴
年
。

乃
共
立
一
女
子
為
王
。
名
目
卑
殉
呼
。

『

貌
客
」 幸
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一O
国
が
朝
貢
し
て
い
る
。

2
世
紀
後
半

（桓
帝
、

震
帝
の
治
世
は
、

九
年
）
に
は
、
倭
圏
内
で
争
乱
が
あ
り
、
女
性
が
王
に
な
っ
て
争
い
が
収
ま
っ
た
。

女
王
の
名
は
卑
弥
呼
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
文
献
資
料
に
対
し
、
近
畿
北
部
に
お
け
る
発
掘
調
査

の
成
果
、
考
古
学
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
明
か
し
に
し
つ
つ
あ
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
対
象
と
し
て
扱
う
資
料
は
当
該
期
（
弥
生
時
代
後
期
）
の
墳
墓
で

あ
る
。

最
初
に
、
近
畿
北
部
の
位
置
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
図
1
の
O
印
を
つ
け
て
い

、

0・
.t 

北線九

雇冨
格給
。

一
四
六
1
一八

。

2世紀末の東アジア図1

る
場
所
は
、

2
世
紀
末
頃
の
日
本
に
お
け
る
文
化
閏
の
ま
と
ま
り
を
示
し
て
い
る
。

日
本
海
側
に
は
、
北
部
九
州
、
出
雲
、
近
畿
北
部
、
北
陸
と
い
う
ま
と
ま
り
が
あ

り
、
私
は
そ
れ
ら
の
地
域
が

一
定
の
文
化
圏
を
共
有
し
た
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
と
こ

ろ
の
「
ク
ニ
」
と
表
現
さ
れ
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

日
本
海
の
4
つ
の
ク
ニ
は
い
ず
れ
も
、
半
島

・
大
陵
の
近
く
に
あ
り
、
自
由
に

交
易
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
近
畿
北
部
と
い
う
ま
と
ま
り
は
、

旧
国
の
丹
後
、
但
馬
及
び
北
丹
波
、
兵
庫
丹
波
の
地
域
に
あ
た
る
。
こ
の
地
域
は

も
と
は
、

「
タ
ニ
ハ
も
し
く
は
タ
ニ
ワ
」
と
呼
ば
れ
た
地
域
で
、
丹
後
と
い
う
閏

名
は
登
場
す
る
の
は
、
七

一
一ニ
（
和
銅
六
）
年
の
丹
波
分
間
か
ら
で
あ
る
。
分
国
以

前
の
丹
波
の
中
心
は
丹
後
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
和
名
抄
に
記
さ
れ
た
丹
波
郡
は
現

在
の
京
丹
後
市
峰
山
町
及
び
大
宮
町
に
あ
た
る
と
推
定
さ
れ
る
。
丹
後
を
中
心
と

-42-

し
た
近
畿
北
部
の
地
形
的
特
徴
は
、
川
の
流
れ
が
非
常
に
緩
く
て
、
平
野
が
未
発

達
な
こ
と
で
あ
る
。
近
畿
北
部
の
由
良
川
、
円
山
川
と
い
う
こ
大
河
川
は
非
常
に

勾
配
の
緩
い
い
わ
ゆ
る
山
陰
型
河
川
で
、
河
口
部
に
は
広
い
平
野
を
形
成
し
な
い
。

丹
後
半
烏
を
貫
流
す
る
竹
野
川
も
同
様
で
あ
る
。
気
候
的
に
は
、
山
陰
東
部
に
位

置
し
、
冬
は
曇
天
で
、
日
照
時
聞
が
短
く
あ
ま
り
米
つ
く
り
に
適
し
た
地
域
と
は

一言
え
な
い
。
し
か
し
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
考
古
資
料
か
ら
、
弥
生
時
代
に
は
、

地
域
色
豊
か
な
富
め
る
地
域
で
あ
っ
た
と
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

弥
生
時
代
中
期
ま
で
の
墓
制

次
に
弥
生
時
代
中
期
ま
で
の
近
畿
北
部
の
墓
制
に
つ
い
て
述
べ
る
。

図
2
は
、
弥
生
時
代
前
期
か
ら
中
期
ま
で
の
墳
墓
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ



る
。
こ
の
地
域
で
は
、

造
基
活
動
が
山
の
上
で
開
始
さ
れ
る
。
弥
生
時
代
前
期
か

ら
中
期
の
前
半
に
か
け
て
は
、
立
地
は
同
じ
で
も
形
態
の
違
う
二
種
類
の
墳
墓
が

存
在
す
る
。
京
丹
後
市
七
尾
遺
跡
で
は
、
丘
陵
を
削
り
だ
し
て
方
形
の
マ
ウ
ン
ド

を
作
り
出
し
た
台
状
墓
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
当
該
期
の
集
落
は
隣
の
丘
陵
上
に

位
置
す
る
扇
谷
遺
跡
で
あ
る
。
京
丹
後
市
久
美
浜
町
の
丘
陵
上
に
は
、
中
期
前
半

墓制から見た弥生時代の近畿北部〔肥後〕

の
小
さ
な
台
状
基
二
基
で
構
成
さ
れ
る
坐
谷
墳
墓
群
が
あ
る
。

一
方
、
盛
岡
市
駄

坂
舟
隠
遺
跡
で
は
、
丘
陵
上
の
平
坦
地
に
講
を
巡
ら
し
た
方
形
周
溝
墓
群
を
築
い

て
い
る
。
当
該
期
の
集
落
は
丘
陵
眼
下
の
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
河
原
遺
跡
で

あ
る
。
八
基
の
方
形
周
溝
墓
の
墳
丘
上
に
は
、

一
も
し
く
二
基
の
埋
葬
施
設
が
営

ま
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
埋
葬
施
設
の
中
か
ら
は
、
駄
坂
舟
隠
遺
跡
で
玉
類
が
、

駄
坂
舟
隠
遺
跡
と
豊
谷
墳
墓
群
で
多
数
の
石
畿
が
出
土
し
て
い
る
。

中
期
中
頃

1
中
期
末
に
か
け
て
は
、
基
は
山
の
上
か
ら
下
り
て
、
集
落

（居
住

域
）
に
隣
接
し
て
築
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
近
畿
地
方
中
央
部
で
居
住
域

に
隣
接
し
て
方
形
周
溝
墓
群
が
築
か
れ
て
い
る
の
と
同
じ
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
、

造
ら
れ
る
墓
の
種
類
は
豊
富
で
、
近
畿
中
央
部
で

一
般
的
な
方
形
周
溝
墓
以
外
に
、

西
部
瀬
戸
内
に
多
く
見
ら
れ
る
円
形
周
溝
墓
、
前
代
か
ら
続
く
方
形
台
状
墓
、
そ

-43-
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し
て
方
形
貼
石
墓
と
四
つ
の
種
類
の
墓
が
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
方
形
貼
石
墓
は
山
陰
地
方
を
中
心
に
分
布
す
る
墓
で
あ
る
。
島
被

県
や
広
島
北
部
で
は
、
中
期
に
発
生
し
、
隅
部
が
発
達
し
、
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓

と
し
て
後
期
に
大
型
化
す
る
。

一
方
、
丹
後
を
中
心
に
近
畿
北
部
に
分
布
す
る

群
は
そ
れ
ら
と
は
、
別
の
特
徴
を
も
っ
。
現
在
、
近
畿
北
部
に
は
八
遺
跡

一
四
例

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
隅
部
を
発
達
さ
せ
な
い
こ
と
、
墳
丘
の
周
囲
に
講
を
巡
ら

す
こ
と
、
墳
丘
が
中
期
の
段
階
で
大
型
化
す
る
こ
と
な
ど
が
特
徴
的
で
あ
る
。
図

3
に
示
す
よ
う
に
、
近
畿
北
部
の
貼
石
墓
の
隅
部
は
縦
方
向
に
二
石
を
組
み
合
わ

せ
て
築
い
て
い
る
お
り
、

山
陰
の
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
の
よ
う
に
隅
部
が
発
達
す

る
こ
と
は
な
い
。
墳
丘
の
周
囲
に
溝
が
巡
る
こ
と
は
、
方
形
周
溝
墓
と
の
か
か
わ

与謝野町日吉ヶ丘遺跡（上）と宮津市難波野遺
跡の方形貼石墓（下）

図4

り
が
深
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
墳

E
は
、
中
期
の
後
半
に
は
既
に
大
型
化
し
て

お
り
、
与
謝
野
町
日
吉
ケ
丘
遺
跡
方
形
貼
石
基

（図
4
上
）
や
同
寺
岡
遺
跡
S
X日

で
は
、
長
辺
初

m、
短
辺

m
mを
測
る
大
型
の
も
の
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
全
国

的
に
も
弥
生
時
代
中
期
に
こ
の
よ
う
な
大
型
墳
丘
墓
が
築
か
れ
る
こ
と
珍
し
く
、

そ
の
規
模
は
、
最
近
整
備
工
事
が
完
成
し
た
吉
野
ケ
里
遺
跡
の
北
墳
丘
墓
に
次
ぐ

も
の
で
あ
る
。
日
吉
ヶ
正
遺
跡
で
は
、
埋
葬
施
設
か
ら
七
O
O点
も
の
管
玉
か
ら

な
る
装
身
具
と
朱
が
出
土
し
て
い
る
。
日
吉
ヶ
丘
遺
跡
と
同
規
模
の
中
期
末
に
営

が
営
ま
れ
て
い
た
。
中
心
埋
葬

ま
れ
た
寺
岡
遺
跡
の
方
形
貼
石
墓

S
X
日
で
は
墳
丘
上
に
大
小
三
基
の
埋
葬
施
設

較比の制墓の期

メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
内
部
に
全

品

長
二
、
五
メ
ー
ト
ル
の
組
み
合

制の

わ
せ
木
棺
を
納
め
て
い
た
。
第

期中

三
主
体
部
で
は
、
破
砕
し
た
努
附

を
棺
外
に
供
献
し
て
い
た
。
方

地
の部

描
間近

施
設

（第

一
主
体
部
）

の
墓
墳
は

長
辺
六
、

二
メ
ー
ト
ル
短
辺
四
、

二
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

O
、
五
三

形
貼
石
墓
に
見
ら
れ
る
こ
れ
ら

の
特
徴
の
幾
つ
か
は
、
こ
れ
か

ら
述
べ
る
後
期
の
墓
制
と
共
通

す
る
要
素
で
あ
る
。
付
表

1
は
、

近
畿
北
部
の
弥
生
時
代
中
期
の

付表1

一～～～～ーー 台状事 方形周溝墓 円形周講義 方形貼石墓 後期の高柳j

分布 域 丹後 全域 位瓜、丹波 丹後、但馬 全域

立地 丘陵上 平地、台地 平地、台地 平地、 台地 丘陵上
位 世

居住域とのl則係 遣い／近い 近い 近い 近い 遣い

区画 構 構 司陣 司障 平坦而Ii韓
墳 丘

形 方・長方 方 円 長方 不聾形／；方

散 単数／観数 単数／綾数 不明 Jjl.数『概数 復数

糧事事施段
大小 なし なし なし あり あり

墳丘上 不明 あり 不明 あり なし
供献土器

事機内 あり なし なし あり あり

装身具 なし あり 不明 あり あり
柑内遺物

鉄製武器工具 なし なし なし なし あり
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四
つ
の
墓
制
と
後
期
の
墓
制
と
の
緒
要
素
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
期
の
墓

制
が
方
形
貼
石
墓
の
要
素
を
多
く
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

近
畿
北
部
型
弥
生
時
代
後
期
墓
制
の
誕
生
と
4
つ
の
特
徴

近
畿
北
部
の
弥
生
時
代
後
期
の
墳
墓
に
係
る
資
料
は
、
平
成

二
二
年
末
の
集
計

で
、
四
八
の
墳
墓
関
連
遺
跡
か
ら
検
出
さ
れ
た
二
O
二
の
区
画
墓
と
八
九
二
の
埋

葬
施
設
が
あ
る
。
そ
の
概
要
は
付
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
弥
生
時
代
後
期
の
時

間
軸
に
つ
い
て
は
、
図
6
に
示
す
①
期
か
ら
⑦
期
の
七
期
に
区
分
す
る
土
器
編
年

案
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
。
弥
生
時
代
後
期
の
開
始
を
を

一
世
紀
の
初
頭
と
考
え
、

①
期
の
開
始
を
そ
の
時
期
に
お
く
。
参
考
資
料
と
し
た
終
末
期
の
資
料
を

「青
龍

三
年
顔
氏
作
鏡
」
と
記
さ
れ
た
方
格
規
矩
四
神
鏡
が
出
土
し
た
大
田
南
5
号
墳
の

年
代
を
貌
の
年
号
の
育
館
一一一
年

（一一一一一
五
年
）
に
副
葬
さ
れ
る
ま
で
の
時
間
を
加
え

て
二
五
O
年
頃
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
添
山宮期
の
後
期
前
菜
を
一
世
紀
の
初
頭
か

ら

一
世
紀
の
第
三
四
半
期
に
、
③
④
⑤
期
の
後
期
中
葉
を

一
世
紀
の
第
四
四
半
期

か
ら
二
世
紀
の
第
三
四
半
期
に
、
⑥
⑦
の
後
葉
を
二
世
紀
の
第
四
四
半
期
か
ら
三

募制から見た弥生時代の近自民北部〔目巴後〕

世
紀
の
第
二
四
半
期
に
概
ね
該
当
さ
せ
た
い
。

先
述
の
よ
う
に
弥
生
時
代
中
期
ま
で
は
、
近
畿
北
部
に
四
つ
の
墓
制
が
存
在
し

て
い
る
。
由
良
川
流
域
は
方
形
周
溝
墓
が
中
心
で
、
加
古
川
流
域
や
円
山
川
流
域
で

は
方
形
周
溝
墓
を
主
体
に

一
部
円
形
周
溝
墓
が
加
わ

っ
て
い
る
。
丹
後
半
島
部
で

は
平
地
の
方
形
周
溝
墓
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
丘
陵
上
に
は
、
台
状
墓
と
方
形

周
溝
墓
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
丹
後
半
島
を
中
心
に
広
い
範
囲
で
方

形
貼
石
墓
が
見
ら
れ
る
状
況
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
種
類
の
墓
も
、
居
住
域
に
隣
接
し

＋ 
て
営
ま
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
期
に
な
る
と

一
斉
に
こ
れ
ら
の
墓
制
は
姿
を

消
し
、

居
住
域
か
ら
離
れ
た
丘
陵
上
に
営
ま
れ
る
台
状
墓
の
墓
制
に
統

一
さ
れ
る
。

図
5
は
主
要
な
弥
生
時
代
後
期
の
墳
墓
の
分
布
を
地
図
上
に
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
図
2
に
示
し
た
弥
生
時
代
中
期
ま
で
に
較
べ
て
遺
跡
数
は
は
る
か
に
多
く、

地
図
上
で
も
後
期
に
造
墓
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら 近自慢北部の主要な弥生時代演墓 （後期）

R
u
 

d

－
 

図6
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近畿北部の弥生時代後期前半の4墳墓群の被葬者の構成

乳幼児 小児・若年 成人
合計

土器棺 土繍基 （木～棺1.2墓m) 小官十 割合
木箱墓 割合 木棺基 割合

組葬

(1.2～l.7m) (1.7～2.Sm) 施設数

三坂神社
4 。 12 16 41% 5 13% 18 46% 39 

墳墓群

左坂墳墓群 。6 14 20 51% 2 5% 〆 17 44% 39 

大山積墓群 9 5 3 17 40% 5 12% 21 49% 43 

束山墳墓群 。 1 13 14 35% 4 10% 22 55% 40 

備考 左坂墳墓群については、京都府教育委員会調査分のみを扱った。

東山墳墓群については、木棺規模を不明とする埋葬施設7即jについて、墓繍規模から木棺規模を想定した。

副葬品をもっ埋葬施設の割合と副葬品の組合せ

丹 後 但 馬 丹 i皮 合計

基機数 440 (100%) 329 (100%) 124 (100%) 893 

副葬品を持つ墓横数 167 (38%) 109 (33%) 33 (27%) 309 

武器・工具 72 (16%) 69 (21%) 25 (20%) 166 
内

装身具 69 (16%) 29 (9%) 5 (4%) 103 
訳
武器 ・工具＋装身具 (6%) (3%) (2%) 26 lJ 3 40 

付表3

付表4

の
墳
墓
は
、

い
ず
れ
も
共
通
の
特
徴
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
私
は
こ
れ
ら
の
墳
墓
群

に
共
通
す
る
墓
制
を
「
近
畿
北
部
型
弥
生
時
代
後
期
墓
制
」
と
呼
称
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

こ
の
墓
制
の
特
徴
は
次
の
四
つ
で
あ
る
。

ま
ず
、
第

一
に
集
落
か
ら
離
れ
た
正
陵
の
上
に
、
埋
葬
空
間
の
確
保
を
目
標
と

し
た
墳
丘
の
区
画
の
明
瞭
で
な
い
台
状
墓
を
築
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
の
特
徴
は
墳

E
上
に
大
小
の
埋
葬
施
設
が
複
数
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

旧国別の副葬品の量

武器・工具等鉄製品 装身具
刀 費目 鎌 やりがんな 万子 その他 不明 釘l 勾玉 管玉 丸玉小玉

丹 後
5 42 59 50 lJ 7 15 15 104 1040 12595 

(5) (27) (37) (46) (JO) (4) (8) (!) (17) (28) (81) 

但 J~ 
1 12 38 56 4 21 I 13 193 3108 

(!) (12) (29) (54) (4) (7) (1) (3) (15) (30) 

丹 波
2 5 10 13 3 3 6 13 353 

(2) (5) (6) (12) (2) (3) (5) (4) (5) 

百十 8 59 107 119 18 31 22 15 117 1246 16056 

※上段は、出土点数の総数、下段（）内は出土墓墳数
備考その他の中には、金谷1号基（2）、浅後谷墳墓（！）、若宮4号墓（2）出土の計5点の円環（指輪か）を含む。
その他的中には、大風呂甫墳墓の堅・ヤス等、妙楽寺明墓の針状鉄製品鎌、立石墳墓の健状鉄製品、ポラillの斧、狭間
町鍬先を含む
不明の中には金谷墳墓基繍上出土の鉄製品群｛万子柄など）が含まれる
釧の内訳は、大風呂mの銅釧13、ガラス釧1、貝輪1である。

付表5

備考付表2の48遺跡を集計。

る
。
図
7
の
後
期
初
頭
の
三
坂
神
社
墳

墓
群
で
は
、
六
つ
あ
る
区
画
墓
内
に
最

大
U
基
の
埋
葬
施
設
が
築
か
れ
て
い
る
。

図
日
の
左
下
後
期
末
の
帯
域
墳
墓
群

B

地
区
で
は
、
計
お
基
の
埋
葬
施
設
が
営

ま
れ
て
る
。
付
表
3
は
、
後
期
前
葉
の

京
丹
後
市
＝一
坂
神
社
墳
墓
群
、
同
左
坂

墳
墓
群
、
同
大
山
墳
墓
群
お
よ
び
豊
岡

市
東
山
墳
墓
群
の
埋
葬
施
設
の
構
成
を

比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

丹
後
と
但
馬

で
は
被
葬
者
の
構
成
が
似
通
っ
て
お
り
、

-48-

成
人
と
子
供

（乳
幼
児
1
若
年
層
）
の
比

率
は
、

ほ
ほ
一
対

一
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
当
時
の
乳
幼
児
の
死
亡
率

を
考
え
る
と
、

ほ
か
に
埋
葬
さ
れ
て
い

あ
る
が
、
概
ね
家
族
構
成
を
反
映
す
る
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
男
女
に

な
い
乳
幼
児
の
存
在
を
考
え
る
必
要
が

つ
い
て
は
、
鉄
製
武
器
・
工
具
類
を
持
っ
て
い
る
も
の
、
装
身
具
の
み
を
も
っ
て

近
い
数
値
に
な
る
。

い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
男
女
と
し
て
数
え
る
と
後
期
前
半
の
墳
墓
で
は
一
対
一
に

三
番
目
の
特
徴
は
、
葬
送
儀
礼
時
に
お
け
る
独
特
の
土
器
供
献
儀
礼

「墓
横
内

破
砕
土
器
供
献
」
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
墓
域
内
破
砕
土
器
供
献
と
は
、

初



期
の
調
査
事
例
の

一
つ
で
あ
る
豊
岡
市
東
山
墳
墓
群
の
報
告
書
で
、
宮
村
良
雄
氏

が

「ま
ず
、
墓
墳
を
穿
ち
、
墓
横
底
に
木
棺
を
組
む
か
置
く
か
の
行
為
が
あ
り
、

続
い
て
そ
の
内
部
に
遺
体
を
安
置
し
、
蓋
を
し
た
後
に
行
わ
れ
る
葬
送
儀
礼
行
為

で
、
破
砕
し
た
土
器
を
棺
の
周
囲
や
蓋
板
上
に
置
く
行
為
」
と
定
義
付
け
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
初
現
は
、
中
期
後
半
の
弥
栄
町
奈
具
遺
跡
の
台
状
墓
群
に
見
ら
れ、

木
相
の
上
か
ら
粉
々
に
破
砕
さ
れ
た
聾
・
査
が
出
土
し
て
い
る
。
後
期
初
頭
に
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
木
棺
墓
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
用
い
ら
れ
る
土
器
は
、
煮

炊
き
に
使
用
さ
れ
た
聾
や
水
差
し
形
土
器
な
ど
の
調
理
容
器
と
壷
、
鉢
、
高
杯
か

ら
な
る
飲
食
容
器
で
あ
る
。
後
期
中
葉
に
は
、
こ
の
儀
礼
が
変
容
し
、
棺
上
で
は

主
に
聾
な
ど
の
調
理
容
器
の
み
が
破
砕
さ
れ
た
後
に
供
献
さ
れ
、
鉢
や
高
杯
な
ど

の
飲
食
容
器
は
墓
磯
上
で
破
砕
後
供
献
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
後
期
中
葉
以
降
、

謹

一
個
の
み
を
墓
域
内
破
砕
土
器
供
献
す
る
例
が
増
え
る
よ
う
に
な
り
、
後
期
末

・

編
年
表
の
⑦
期
ま
で
主
要
な
埋
葬
施
設
で
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
古
墳
時

代
前
期
に
も
数
例
だ
が
報
告
例
が
あ
る
。
墓
横
内
破
砕
土
器
供
献
は
、
図
6
に
一不

し
た
近
畿
北
部
の
弥
生
時
代
後
期
の
す
べ
て
の
墳
墓
群
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

墓制から見た弥生時代の近畿北部〔肥後〕

高
槻
市
古
曽
部
遺
跡
、
福
井
市
清
水
町
小
羽
山
墳
墓
群
、
新
潟
県
寺
泊
町
屋
鋪
塚

遺
跡
な
ど
他
地
域
に
も
見
ら
れ
、
点
的
に
分
布
は
広
が
っ
て
い
る
。

四
番
目
の
の
特
徴
は
、
武
器
類
、
工
具
類
及
び
装
身
具
の
副
葬
が
頻
度
の
高
い

割
合
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
近
畿
北
部
は
、
古
墳
時
代
に
先
立
つ
弥

生
時
代
後
期
の
段
階
か
ら
鉄
製
品
か
ら
な
る
武
器
・
工
具
類
及
び
玉
類
か
ら
な
る

装
身
具
を
墓
に
持
ち
込
む
地
域
で
あ
り
、
そ
の
量
は
北
部
九
州
と
並
ん
で
圏
内
最

多
で
あ
る
。
副
葬
品
の
種
類
に
は
、
武
器
と
し
て
鉄
万
、
剣
剣
、
鉄
（
鋪
）
鎌
が
あ

る
。
工
具
と
し
て
。
鉄
製
の
や
り
が
ん
な
、
万
子
お
よ
び
の
み
な
ど
が
あ
る
。
こ

れ
ら
に
加
え
て
、
後
期
後
半
以
降
に
は
、
農
具
の
鋤
、
漁
具
の
ヤ
ス
な
ど
生
産
具

も
加
わ

っ
て
い
る
。
装
身
具
に
は
、
頭
飾
り
、
胸
飾
り
、
首
飾
り
、
手
玉
、
足
玉
、

は
、
菊
翠
製
勾
玉
、
水
品
製
算
盤
玉
、

耳
飾
り
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
出
土
部
位
や
形
状
か
ら
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
部
材

ガ
ラ
ス
製
勾
玉
、
同
管
玉
、
同
小
玉
、
緑

色
凝
灰
岩
製
の
管
玉
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
鉄
製
の
指
輪
と
員
、
鋼
、

ガ
ラ

ス
と
材
料
の
異
な
る
環
状
の
腕
輪

（釧
）
が
出
土
し
て
い
る
。
付
表
4
に
は
、
旧
国

別
に
副
葬
品
を
持
つ
埋
葬
施
設
の
割
合
と
副
葬
品
の
組
合
せ
を
示
し
て
い
る
。
量

は
、
但
馬
、
丹
波
に
較
べ
て
丹
後
が
多
い
が
、
総
墓
機
数
に
対
す
る
副
葬
品
を
持

ヲヌ不ヨE
3・-4,3-5,3-'J,3-J:!, 
3》 14,1-3,1ゅ4,8-1,

~－6,8- 1() 
~ー」

JJT-
7-1 

)j 

S-7,8恥8

1-2 

3 2 

図7

3 - IO雨才、房副沼夜til志~

三坂神社墳墓群の副葬品の出土状況と組合せ

3-10 
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つ
墓
墳
の
割
合
は
、
丹
後
が
お
パ
ー
セ
ン
ト
、
但
馬
が
お
パ
ー
セ
ン
ト
、
丹
波
が

幻
パ
ー
セ
ン
ト
と
近
似
値
を
示
す
。
社
会
構
造
が
似
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

四

首
長
墓
の
成
長

丹
後
地
域
で
検
出
さ
れ
た
八
二
基
の
墳
墓
の
中
に
は
、
明
ら
か
に
墓
域
規
模
、

副
葬
品
の
構
成
な
ど
か
ら
他
の
墳
墓
と
異
な
る
首
長
墓
と
呼
べ
る
も
の
が
三
基
確

認
で
き
る
。
①
期
の
京
丹
後
市
三
坂
神
社
三
号
墓
第
一

O
主
体
部
、

⑤
期
の
与
謝

野
町
大
風
日
南

一
号
墓
第
一
主
体
部
そ
し
て
⑦
期
の
京
丹
後
市
赤
坂
今
井
墳
墓
第

一
埋
葬
で
あ
る
。
こ
の
三
基
の
首
長
墓
の
変
遷
を
見
な
が
ら
近
畿
北
部
の
後
期
社

会
の
変
化
を
読
み
取
り
た
い
。

三坂神社嬢墓群全景

。
儀
校

三坂神社3号墓
第10主体部

・lm 

図9

（

1
）
一
ニ
坂
神
社
三
号
墓

図8

京
丹
後
市
大
宮
町
に
所
在
す
る
三
坂
神
社
墳
墓
群
は
、
丹
後
半
島
最
大
の
平
地

中
郡
盆
地
の
南
東
端
に
位
置
し
、
中
郡
盆
地
を
一
望
す
る
。
西
へ
下
る
丘
陵
を
階

段
状
に
整
形
し
た
六
基
の
台
状
墓
か
ら
な
る
後
期
初
頭
か
ら
前
葉
に
か
け
て
営
ま

れ
た
墳
墓
群
で
、

三
号
墓
は
そ
の
最
高
部
に
位
置
す
る
。
＝
百

坦
面
が

一
辺
一

五
メ
ー
ト
ル
を
測
る
方
形
を
呈
す
る
。
墳
頂
部
か
ら
木
棺
墓

一
二

-50一

基
と
土
器
棺
墓
二
基
が
検
出
さ
れ
た
。
各
埋
葬
施
設
は
墳
丘
中
央
部
の
第

一
O
主

体
部
を
取
り
囲
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
墳
墓
群
全
体
で
は
木
棺
墓＝一
五
基

と
土
器
棺
墓
四
基
か
ら
な
る
計
三
九
基
の
埋
葬
施
設
を
検
出
し
て
い
る
。
各
木
棺

墓
か
ら
墓
域
内
破
砕
土
器
供
献
さ
れ
た
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、

一二
号
墓
第

一
O

主
体
部
を
契
機
に
造
墓
活
動
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
副
葬
品
は
、

図
7
に
示
し
た
よ
う
に
鉄
製
武
器

・
工
具
類
及
び
装
身
具
か
ら
な
る
。
総
量
は
、

鉄
製
品
二

O
点
、
玉
類
三
O
七

O
点
で
あ
る
。
三
号
墓
第

一
O
主
体
部
は
、
長
さ

五
．
六
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
．
二
七
メ
ー
ト
ル
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ

一
．八
O
メ
l

ト
ル
を
測
る
巨
大
な
墓
墳
に
小
口
板
聞
の
距
離
二
．三
八
メ
ー
ト
ル
を
測
る
組
み
合

わ
せ
木
棺
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
被
葬
者
の
頭
に
は
、
ガ
ラ
ス
管
玉

二
ニ
個
か
ら

な
る
頭
飾
り
が
あ
り
、
顔
の
右
側
に
は
水
晶
製
算
盤
玉
八
＋
ガ
ラ
ス
小
玉
一

O
＋



水
品
製
算
盤
玉
八
＋
ガ
ラ
ス
勾
玉
一
か
ら
な
る
垂
れ
飾
り
が
配
置
さ
れ
て
い
た
（
図

9
）。

さ
ら
に
頭
部
右
側
に
は
や
り
が
ん
な
が
置
か
れ
、
被
葬
者
の
左
腰
部
に
は
素

環
頭
鉄
万
と
弓
矢
2
本
が
、

さ
ら
に
左
側
に
は
黒
漆
塗
り
の
儀
伎
が
置
か
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
削
葬
品
の
組
み
合
わ
せ
や
配
置
に
は
一
定
の
き
ま
り
が
あ
っ
た
よ

う
で
、

こ
の
被
葬
者
以
降
の
主
要
な
埋
葬
施
設
の
被
葬
者
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

現
状
で
は
、
三
号
墓
第

一
O
主
体
部
よ
り
古
い
副
葬
品
を
持
つ
埋
葬
施
設
は
存
在

し
て
お
ら
ず
、
こ
の
被
葬
者
が
「
近
畿
北
部
型
弥
生
時
代
後
期
墓
制
」
の
創
始
者

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（2
）
大
風
自
南

一
号
墓

与
謝
野
町
岩
滝
に
所
在
す
る
大
風
呂
南
墳
墓
群
は
、
天
橋
立
が
形
成
す
る
阿
蘇

海
を

一
望
す
（
ぉ
。
二
基
の
台
状
墓
が
調
査
さ
れ
た
が
、
そ
の
西
丘
陵
に
も
階
段
状

を
呈
す
る
台
状
墓
群
が
存
在
し
て
お
り
、

一
群
を
な
す
可
能
性
が
高
い
。
調
査
さ

れ
た

一
号
墓
は
、
全
長
二
七
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
八
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
の
台
状
墓

に
復
元
さ
れ
て
い
る
。
墳
頂
部
に
は
木
棺
基
囲
碁
と
土
境
基

一
基
の
計
五
基
の
埋

葬
施
設
が
営
ま
れ
て
い
た
。
丘
陵
側
に
位
置
す
る
二
号
墓
と
の
聞
に
は
、
幅
約
三

基伽lから見た弥生時代の近畿北部〔肥後〕

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
の
区
画
溝
が
存
在
す
る
。
溝
の
中
央
部
に
は
陸

大風昌南1号墓
第1主体部
棺内副葬品配置

2m 

図10

白
抜
き
は
赤
色
頗
料
の
範
囲

。

橋
部
状
の
掘
り
残
し
が
あ
る
。
第
一
主
体
部
、
第
三
主
体
部
お
よ
び
第
四
主
体
部

に
破
砕
後
供
献
さ
れ
た
土
器
か
ら
後
期
中
葉
で
も
終
り
に
近
い
⑤
期
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。

首
長
墓
と
考
え
ら
れ
る
埋
葬
施
設
は
、
墳
E
中
央
部
先
端
寄
り
か
ら
検
出
さ
れ

た
第

一
主
体
部
で
あ
る
。
長
さ
七
．三
メ
ー
ト
ル
、

幅
四
．三
メ
ー
ト
ル
、
検
出
面

か
ら
の
深
さ
二．

一
メ
ー
ト
ル
を
測
る
巨
大
な
墓
嫌
に
長
辺
四
．
三
メ
ー
ト
ル
、
短

辺

一
．三
メ
ー
ト
ル
を
測
る
制
り
抜
き
式
の
舟
底
状
木
棺
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
舟

底
状
木
棺
は
後
期
中
紫
か
ら
丹
後
地
域
の
中
心
的
な
埋
葬
施
設
で
採
用
が
始
ま
る

新
し
い
形
式
の
木
棺
で
あ
る
。
土
器
供
献
に
つ

い
て
は
、
基
境
内
破
砕
土
器
供
献

以
外
に
、

二
号
墓
で
墓
域
上
の
土
器
供
献
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

第

一
主
体
部
の
墓
嬢
上
で
も
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
棺
内
中
央
部
に
は
、

棺
の
内
法
を
示
す
か
の
よ
う
に
長
さ
二
．
六
メ
ー
ト
ル
で
幅

0
．五

1
0
．
六
メ
l

一
回万世
H
富

大風呂南1号墓出土の
ガラスjJll、銅釧

図11
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ト
ル
の
純
聞
に
赤
色
顔
料
が
あ
り
、
そ
の
内
部
か
ら
多
数
の
副
葬
品
が
出
土
し
た
。

被
葬
者
の
頭
部
上
側
に
は
ゴ
ホ
ウ
ラ
員
製
の
貝
輪
と
鋼
釧

一
三
が
、
顔
の
右
側
に

は
布
巻
き
の
鉄
剣
が
五
振
り
、
左
側
に
は
同
じ
く
四
振
り
、
腹
部
か
ら
足
元
に
か

け
て
や
や
長
い
鉄
剣
が
二
振
り
、
左
側
に
は
鉄
鉱
四
と
ヤ
ス
二
が
配
置
さ
れ
て
い

た
。
胸
元
か
ら
は
ガ
ラ
ス
勾
玉
と
碧
玉
管
玉
か
ら
な
る
胸
飾
り
が
、
左
手
の
位
置

か
ら
は
ガ
ラ
ス
釧
が
出
土
し
た
。
大
量
の
鉄
製
武
器
と
ガ
ラ
ス
、
鋼
、
員
か
ら
な
る

計
一
五
点
の
腕
輪
の
出
土
は
弥
生
時
代
の
墳
墓
と
し
て
は
類
を
見
な
い
。
顔
の
左

右
か
ら
出
土
し
た
九
振
り
の
鉄
剣
は
柄
を
持
た
な
い
も
の
で
、
多
量
の
鉄
素
材
の

保
有
を
象
徴
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
鉄
製
大
型
武
器
で
あ
る
鉄
剣
に
つ

い
て
は
、
こ
の
頃
か
ら
多
く
の
埋
葬
施
設
に
副
葬
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。一

号
墓
で

も
第

一
主
体
部
以
外
に
、
第
二
主
体
部
で
二
振
り
、
第
三
主
体
部
で

一
振
り
出
土
し

て
い
る
。
明
ら
か
に
前
代
に
比
べ
て
鉄
製
大
型
武
器
の
保
有
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
首
長
は
、
こ
れ
ら
鉄
製
品
の
配
布
者
で
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
て

お
き
た
い
。
第
一
主
体
部
は
、
首
長
墓
と
い
う
よ
り
他
地
域
と
の
交
流
を
深
め
鉄
製

武
器
の
配
布
に
深
く
関
わ
っ
た
弥
生
王
墓
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（

3
）
京
丹
後
市
赤
坂
今
井
墳
墓

後
期
後
葉
で
も
終
り
頃
に
な
る
と
首
長
墓
は
さ
ら
に
巨
大
化
す
る
。
京
丹
後
市

赤
坂
今
井
墳
墓
は
、

⑦
期
の
三
世
紀
の
は
じ
め
頃
に
営
ま
れ
た
近
畿
北
部
最
大
の

弥
生
墳
墓
で
あ
る
。
古
墳
時
代
に
日
本
海
最
大
級
の
前
方
後
円
墳
網
野
銚
子
山
古

墳
が
築
か
れ
る
網
野
平
野
か
ら
中
郡
盆
地
に
入
る
狭
隆
な
谷
部
に
位
置
す
る
。
東

西
三
六
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
九
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
を
測
る
精
美
な
方

形
の
墳
丘
を
持
ち
、
墳
正
裾
部
に
は
幅
三
1
五
メ
ー
ト
ル
の
テ
ラ
ス
が
巡
る
。
丘

な
っ
て
い
る
。

陵
を
成
形
し
て
築
い
た
台

状
基
と
い
う
よ
り
も
、
丘

陵
尾
根
を
切
断
し
て
そ
の

土
を
盛
っ
て
築
か
れ
た
墳

図12 赤坂今井繍墓

表ぐ島は後正
す規根、期墓
る模県間後で
整を西 山 葉あ
辛測谷県のる
古る 三 楯墳
零全号築墓弥
£国墓遣と生
るをに跡し時
。代次 、 て代

墳
頂
部
に
は
六
基
の
埋
葬

-52ー

施
設
が
営
ま
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
成
人
木
棺
で
、

家
族
墓
的
な
性
格
は
な
く

中
心
埋
葬
施
設
は
墳
頂
部
中
央
部
よ
り
も
や
や
奥
寄
り
に
位
置
し
、
墓
携
は
、

長
さ

一
四
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
0
．
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
二
メ
ー
ト
ル
以
上
を
測
る
。

墓
墳
底
は

一
段
掘
り
込
ま
れ
た
こ
段
墓
嫌
で
、
そ
こ
に
全
長
七
メ
ー
ト
ル
程
度
の

舟
底
状
木
棺
を
納
め
て
い
る
。
棺
内
は
未
調
査
で
あ
る
。
第

一
主
体
部
手
前
は
、

広
場
状
の
空
閑
地
が
あ
り
、
基
神
棚
上
に
は
、
埋
葬
儀
礼
に
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
五

本
の
巨
大
な
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
基
城
上
に
は
、
問
機
と
破
砕
土
器

が
堆
積
し
て
い
た
。
円
離
や
破
砕
土
器
は
、
楯
築
遺
跡
や
西
谷
三
号
墓
な
ど
と
の



共
通
性
を
示
す
。

こ
の
第

一
埋
葬
に
一

部
重
な
る
位
置
で
第
四
埋
葬
が
営
ま
れ
て
い
た
。
墓
墳
の

規
模
、
棺
の
規
模
・
構
造
と
も
に
大
風
呂

一
号
墓
第
一
主
体
部
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
。
棺
内
か
ら
は
ガ
ラ
ス
勾
玉
、
碧
玉
の
管
玉
、
ガ
ラ
ス
管
玉
計
お
よ
そ
三
0
0

点
で
構
成
さ
れ
る
豪
華
な
頭
飾
り
が
出
土
し
て
い
る
。

園
口
左
下
に
示
し
た
京
丹
後
市
帯
域
墳
墓
群
B
支
群
も
同
時
期
の
墳
墓
で
、
長

辺
二

0
メ
ー
ト
ル
、
短
辺
二
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
墳
墓
に
復
元
さ
れ
る
。
墳
頂
部

に
は
ニ
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
る
計
一一一

の
埋
葬
施
設
が
営
ま
れ
、
中
心
的
な
埋
葬
施

設
に
は
鉄
剣
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
。
赤
坂
今
井
墳
墓
が
近
畿
北
部
の
王
と
す
れ
ば
、

そ
れ
に
従
属
す
る
地
域
首
長
墓
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
同

一
地
域
に
お

け
る
首
長
聞
の
階
層
差
を
示
す
好
例
で
あ
る
。

口 l
cコ巴2 I 
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（4
）
3
基
の
王
墓
の
意
義

以
上
、

丹
後
地
域
に
お
け
る
三
基
の
首
長
墓
の
様
相
を
概
観
し
て
き
た
。
丹
後
、

但
馬
及
び
北
丹
波
が
同

一
の
墓
制
を
も
ち
、
共
通
し
た
土
器
様
式
を
用
い
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
三
代
の
首
長
墓
は
近
畿
北
部
の
首
長
墓
（
王
墓
）
と
考
え

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
三
坂
神
社
三
号
墓
第

一
O
主
体
部
と
大
風
呂
南
一
号
墓

第
一
主
体
部
か
ら
は
、
多
量
の
鉄
製
品
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
特
に
大
風
呂
南

以
降
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
墳
墓
で
大
型
の
鉄
製
品

（
主
に
鉄
剣
）
が
出
土
す
る
こ

と
か
ら
、
日
本
海
を
渡
っ
た
「
鉄
」
の
交
易
に
よ
り
富
を
蓄
え
た
首
長
と
考
え
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
彼
ら
は
手
に
入
れ
た
鉄
製
品
を
近
畿
北
部
の
地
域
首
長
に
配
布
し
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
お
そ
ら
く
、
近
畿
北
部
の
各
地
か
ら
鉄
と
の
交
換
財
が

集
め
ら
れ
、

「
王
」
を
中
心
と
す
る
首
長
層
が
大
陸
と
の
交
易
を
担
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
弥
生
時
代
後
期
の
近
畿
北
部
の
社
会
構
造
を
考
え
る
上
で
、
三
基
の

王
墓
は
、
時
代
と
と
も
に
を
、
小
さ
な
台
状
墓
か
ら
方
形
の
大
型
墳
正
墓
へ
、
家

族
墓
的
な
被
葬
者
構
成
か
ら
特
定
の
成
人
の
み
の
被
葬
者
構
成
へ
、
よ
り
大
型
の

埋
葬
施
設
へ
、
そ
し
て
副
葬
品
の
多
量
化
へ
と
変
化
し
て
お
り
、
首
長
権
の
強
大

化
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
国
的
に
資
料
に
恵
ま
れ
な
い
中
、
弥
生

時
代
後
期
の
地
域
社
会

（お
そ
ら
く
「
今
使
誇
所
通
三
十
圏
」
の
二
J

）
の
発
展
を
考

え
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

五

近
畿
北
部
型
弥
生
時
代
後
期
墓
制
の
終
駕

現
状
で
は
、
赤
坂
今
井
墳
墓
を
最
後
に
継
続
す
る
弥
生
時
代
の
首
長
基
は
丹
後
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ら
れ
る

に
位
置
す
る
。
平
地
と
の
比
高
差
五

O
Mの
最
高
位
置
に
あ
る

二
号
墳
は
、
大
宮
町
か
ら
峰
山
町
に
か
け
て
の
中
郡
盆
地
及
び

弥
栄
町
域
が

一
望
で
き
る
立
地
に
あ
る
。
大
田
南
古
墳
群
の
所

在
す
る
正
陵
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
四
回
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ

書
圃号

れ

た
。
調
査
の
結
果
、
四
基
の
前
期
古
墳
が
発
見
さ
て
お
り
、

R
d
 
4
こ
の
内
丘
陵
頂
部
で
検
出
さ
れ
た
二
号
墳
、
四
号
墳
そ
し
て
五

η
ζ
 師
号
墳
は
、
古
墳
時
代
前
期
初
頭
を
前
後
す
る
時
期
に
位
置
づ
け

大

基
の
古
墳
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
一
号
墳
は
、

三
基
の
内
最
高
所
に
位
置
す
る
一
一一
一
x
一
人
目
の
方
墳
も
し
く

は
三
号
墳
を
含
め
た
前
方
後
方
墳
で
、
墳
丘
中
央
部
に
八
．

0

-54-

×
一二
．
六
討
を
測
る
埋
葬
施
設

一
基
の
み
を
配
置
す
る
。
埋
葬

に
は
見
当
た
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
近
畿
北
部
に
も
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ

め
る
。
棺
内
頭
部
右
側
か
ら
は
中
国
製
の
龍
鉦
を
も
っ
画
文
帯
環
状
乳
神
獣
鏡
が
、

施
設
は
二
段
墓
墳
で
、
頭
位
を
北
東
に
し
て
舟
底
状
木
棺
を
納

れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
っ
た
副
葬
品
豊
か
な
墳
墓
が
ほ
と
ん
ど
営
ま
れ
て
い
な
い
の

「
卑
弥
呼
」
が
登
場
し
、

で
あ
る
。
赤
坂
今
井
墳
墓
の
時
期
を
＝一
世
紀
の
第

一
四
半
期
と
考
え
る
な
ら
ば
、

足
元
か
ら
や
り
が
ん
な
状
の
鉄
製
品
が
そ
し
て
右
棺
側
部
外
側
か
ら
鉄
剣
が
出
土

「邪
馬
台
国
」
を
中
心
に
大
き
な
政
治
的
ま
と
ま
り
が

し
た
。
墓
墳
上
か
ら
は

一
O
固
体
の
土
器
片
が
出
土
し
て
い
る
。
四
号
墳
は
、

二

号
墳
と
同
じ
く
標
高
八
回
目
に
位
置
し
、
そ
の
眺
望
も
等
し
く
優
れ
て
い
る
。
墳

誕
生
し
た
こ
と
に
よ
り
近
畿
北
部
に
位
置
し
て
い
た
「
園
」
は
衰
退
に
帰
し
た
と

丘
規
模
は
二
六
×
一
六
討
を
測
り
、

三
基
の
埋
葬
施
設
を
営
む
。
最
大
の
第
二
主

示
し
て
い
る
。

考
え
ら
れ
る
。
次
に
述
べ
る
京
丹
後
市
大
田
南
古
墳
群
の
様
相
が
そ
の
こ
と
を
暗

を
納
め
る
。
棺
内
か
ら
は
水
銀
朱
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
ほ
か
、
足
元
側
木
口

（1
）
大
田
南
二
号
墳
の
出
現

（三
世
紀
中
頃
）

体
部
は
、
二
号
墳
の
墓
墳
と
同
規
模
で
、
全
長
六
討
を
測
る
長
大
な
組
合
せ
木
棺

大
田
南
古
墳
群
は
、
中
郡
盆
地
南
部
の
竹
野
川
左
岸
の
標
高
八
回
目
の
丘
陵
上

の
外
側
か
ら
二
重
口
縁
の
壷
形
土
器
が
据
え
ら
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
五
号
墳

は
、
四
号
墳
か
ら
尾
根
を

一
段
下
が
っ
た
標
高
八
こ
れ
に
位
置
し
、
中
郡
盆
地
に



向
か
っ
て
の
み
眺
望
が
聞
け
る
。
墳
丘
は
、
尾
根
を
削
り
出
し
て
一
八
・
八
×

一

二
．
三
日
の
長
方
形
の
平
坦
面
を
築
き
、

四
号
墳
側
と
幅
五

M
－
深
さ
0
・
九
釘

の
構
で
区
画
す
る
。
墳
丘
内
に
は
大
小
四
基
の
埋
葬
施
設
が
あ
り
、
中
心
に
位
置

す
る
最
大
の
第
一
主
体
部
は
、
四

．
六
×
三

．
二
討
、
深
さ
約
一

．
五
討
の
二
段

墓
域
の
下
段
に
、
組
合
せ
式
石
棺
を
納
め
る
。
棺
内
か
ら
鉄
刀
一
振
り
と
青
龍
三

年

（
二
三
五
）
銘
方
格
規
矩
四
神
鏡
が
出
土
し
た
。
墓
幌
棚
上
面
か
ら
土
師
器
約
二

O

国
体
が
出
土
し
た
。

基制から見た弥生時代の近自民北部〔肥後〕

（2
）
弥
生
墳
墓
と
の
比
較

竹野）II流城 ｜

野

熊

郡

雪解

生
200 
時

代

墳

代

丹後地域の弥生境基及び古療の編年図15

こ
の
三
基
の
古
墳
の
特
徴
を
前
代
の
墓
制
と
比
較
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

立
地
は
、
眺
望
の
優
れ
た
比
高
差
五

O
M
の
丘
陵
上
で
あ
り
、
大
風
日
南
一
号
墓

な
ど
と
共
通
し
て
い
る
。
墳
丘
上
の
埋
葬
施
設
の
数
は
、

二
号
墳
は
一
基
で
前
代

に
な
い
個
人
の
た
め
の
墳
墓
と
評
価
さ
れ
、
四

・
五
号
墳
は
前
代
変
わ
ら
ぬ
小
児

を
含
む
多
埋
葬
墓
で
あ
る
。

中
心
埋
葬
施
設
の
棺
は、

二
号
墳
が
大
風
呂
南
や
赤
坂
今
井
で
用
い
ら
れ
た
伝

統
的
な
舟
底
状
木
棺
で
、
四
号
墳
に
用
い
ら
れ
た
棺
は
、
古
墳
時
代
前
期
以
降
丹

後
地
域
で
長
大
化
し
、
首
長
墓
で
用
い
ら
れ
る
組
合
せ
木
箱
で
あ
る
。
そ
し
て
五

号
墳
に
は
、
箱
式
の
組
合
せ
石
橋
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
連
接
す
る
三
基
の
古
墳

の
埋
葬
施
設
が
三
様
を
呈
す
る
こ
と
は
弥
生
時
代
後
期
前
半
の
組
合
せ
式
木
棺
、

後
葉
の
舟
底
状
木
棺
の
使
用
状
況
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

土
器
供
献
儀
礼
と
し
て
は
、
墓
機
上
で
破
砕
土
器
供
献
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

近
畿
北
部
の
伝
統
的
な
墓
域
内
破
砕
土
器
供
献
は
存
在
し
な
い
。

副
葬
品
に
は
、
万
剣
類
に
加
え
て
、
鋼
鏡
が
新
た
に
含
ま
れ
て
い
る
。

一
方、

玉
類
に
代
表
さ
れ
る
装
身
兵
は
出
土
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
副
葬
品
の
総
量
は
激

滅
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
大
田
南
古
二
号
墳
は
、
近
畿
北
部
の
弥
生
墓
制
の
伝
統
を
受
け

継
い
だ
舟
底
状
木
棺
を
用
い
る
も
の
の
、
個
人
の
た
め
の
墳
丘
、
基
横
内
破
砕
土

器
供
献
の
不
在
、
そ
し
て
副
葬
品
の
構
成
の
変
化
な
ど
、
他
地
域
の
影
響
を
受
け

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
三
世
紀
中
頃
の
周
辺
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
大
和

を
中
心
と
す
る
新
た
な
政
治
体
制
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

近
畿
北
部
は
、
弥
生
時
代
中
期
の
大
型
貼
石
墓
の
出
現
の
時
期
か
ら
弥
生
時
代

後
期
後
葉
ま
で
、
地
域
色
豊
か
な
統
一
さ
れ
た
墓
制
を
営
ん
で
き
た
地
域
で
あ
る
。

弥
生
時
代
中
期
の
奈
兵
岡
遺
跡
で
の
鉄
生
産
、
大
風
日
南
一
号
墓
の
多
量
の
鉄
製

品
の
副
葬
な
ど
、
鉄
を
糧
に
豊
か
な
ク
ニ
を
築
い
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

ぃ
。
後
期
の
副
葬
品
配
置
が
朝
鮮
半
島
の
地
域
と

一
部
共
通
す
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
半
島
部
と
密
接
な
交
易
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
交
易
を
通
じ

て
、
近
畿
北
部
が
豊
か
な
ク
ニ
と
し
て
栄
え
、
ま
と
ま
っ
た
墓
制
を
営
む
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
地
域
が
、
古
墳
時
代
に
入
る
と
急
激
に
力
を
失
っ
た

にの
入は
れ
日大
本和
海を

Jj 1 
トと
の十
交る
号新
り h

f主主
塑長
不要
ヲ副
会対

Z璽
t..~ ,_. 
b 内
明 1レ

る！
空白ん
も｝交

易
を
手

大
田
南
二

・
五
号
墳
か
ら
し
ば
ら
く
す
る
と
、
日
本
海
側
最
大
の
三
基
の
前
方

後
円
墳
が
誕
生
す
る
。
再
び
、
日
本
海
ル

l
ト
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
三
五
O
年
ほ
ど
の
ち
の
七
三
二
年
に
は
、
丹
波
か
ら
「
丹
後
」

と
し
て
切
り
隊
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
、

か
つ
て
の
大
国
が
再
び
力
を
も
つ
こ
と
を

恐
れ
た
大
和
王
朝
の
大
い
な
る
意
志
が
働
い
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
哉
北
部
の
弥
生
墳
墓
の
発
掘
調
査
資
料
は
、
こ
の
地
域
の
弥
生
時
代
中
期
か
ら

古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て
の
盛
衰
を
理
解
す
る
上
で
非
常
に
有
効
な
資
料
で
あ
る
。

こ
の
地
域
の
研
究
を
通
じ
て
、
少
し
で
も
当
該
時
代
の
日
本
の
政
治
状
況
を
解
明

し
て
い
き
た
い
。

【註
】

（1
）
磯
野
浩
光

「丹
後
の
氏
族
と
伝
承
」
『
宮
津
市
史
』
通
史
編
上
ニ
O
O
二

（2
）
仁
木
聡

「四
隅
突
出
型
境
丘
基
の

「配
石
構
造
」
の
系
譜
と
展
開
『
四
隅
突
出
型

墳
丘
基
と
弥
生
墓
制
の
研
究
」
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
・
島
根
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
セ
ン
タ
ー

二
O
O七

（3
）
肥
後
弘
幸

「丹
後
の
弥
生
王
墓
と
そ
の
周
辺
｜
近
議
北
部
型
弥
生
時
代
後
期
墓
制
の

伝
統
と
変
革
｜
」

「初
期
古
墳
と
大
和
の
考
古
学
」
石
野
博
信
編

二
O
O二
一

（4
）
「
上
鉢
山
・
東
山
墳
墓
群
（
盛
岡
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
六
集
）
盛
岡
市
教
育

委
員
会

一
九
九
二

（5
）

「三
坂
神
社
墳
墓
群
、

三
坂
神
社
裏
古
墳
群
、
有
明
古
墳
群
、
有
明
横
穴
群
」

（京

都
府
大
宮
町
文
化
財
調
査
報
告
第
一
四
集
）
大
宮
町
教
育
委
員
会

一
九
九
八

（6
）

「大
風
巴
荷
積
墓
群
」

（岩
滝
町
文
化
財
調
査
報
告
書
大

一
五
集
）
岩
滝
町
教
育
委

員
会

二
0
0
0

（7
）
「
赤
坂
今
井
墳
丘
墓
発
錦
繍
査
報
告
曾
」

（京
都
府
峰
山
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告

住
第
二
四
集
）
峰
山
町
教
育
委
員
会

二
O
O
四

（8
）
「
大
国
南
古
墳
群
」
（
京
都
府
弥
栄
町
文
化
財
閥
査
報
告
第
七
集
）
弥
栄
町
教
育
委

員
会

一

九

九
て

「
大
田
南
古
墳
群
、
大
田
商
遺
跡
、

矢
田
城
跡
第
二
次
i
第
五

次
発
掘
調
査
報
告
書
」

（京
都
府
峰
山
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第

一
人
集
、
京

都
府
弥
栄
町
文
化
財
調
査
報
告
第
一
五
集
）
峰
山
町
教
育
委
員
会
、
弥
栄
町
教
育
委

員
会

一
九
九
八

（9
）
福
島
孝
行

「弥
生
墳
墓
に
お
け
る
鈍
の
副
葬
方
法
に
つ
い
て
」
『
京
都
府
埋
蔵
文
化

財
情
報
」
第
七
八
・

八
一
号

ニ
0
0
0
・
二
O
O
一

（叩
）
福
永
仲
裁

「中
国
鏡
流
入
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
北
近
畿
の
時
代
転
換
点
」

生
王
基
と
巨
大
古
墳」

季
刊
考
古
学
別
冊

m
二
0
0
0

n
b
 

p
h
d
 

「
丹
後
の
弥

（側
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
）


